
     

２
０
１
４
年

12
月

14
日
、
衆
議
院
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
。
結
果
は
ご

承
知
の
通
り
で
す
。 

 

こ
の
原
因
は
、
立
法
・
司
法
・
行
政
の
三
権
を
握
っ
て
い
る
政
府
が
、
第

四
の
権
力
と
言
わ
れ
る
マ
ス
コ
ミ
ま
で
も
総
動
員
し
て
、
愚
民
政
策
を
採
り

続
け
た
結
果
、
国
民
の
洗
脳
に
成
功
し
て
き
た
事
で
す
。
愚
民
政
策
の
根
本

は
、
日
本
の
教
育
制
度
に
仕
組
ま
れ
た
重
大
な
欠
陥
で
す
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

除
外
し
て
あ
る
事
で
す
。
自
分
の
頭
で
考
え
よ
と
は
、
先
覚
者
の
教
え
で
す

が
、
教
育
制
度
の
変
革
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
取
り
入
れ
は
実
現
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
我
々
は
学
習
会
や
各
種
の
集
会
に
、
こ
れ
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、

日
常
生
活
で
も
教
育
制
度
の
改
革
を
、
発
言
し
続
け
ま
し
ょ
う
。 

 

デ
ィ
ベ
ー
ト
は
ル
ー
ル
の
あ
る
理
論
闘
争
で
、
特
定
の
論
題
を
肯
定
側
と

否
定
側
に
分
け
て
、
理
論
的
な
考
え
方
を
訓
練
す
る
教
育
で
す
。 

 

デ
ィ
ベ
ー
ト
除
外
の
根
本
原
因
は
、
徳
川
封
建
制
度
か
ら
、
１
８
６
８
年 

   

     

の
明
治
維
新
を
へ
て
、
後
進
の
資
本
主
義
国
に
変
わ
っ
た
日
本
が
、
欧
米
の

植
民
地
に
さ
れ
る
危
機
を
逃
れ
る
た
め
に
、
文
明
開
化
・
殖
産
興
業
・
富
国

強
兵
・
滅
私
奉
公
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、
ひ
た
す
ら
欧
米
に
追
い
つ
け
路

線
を
走
っ
た
た
め
で
す
。
革
命
と
開
国
で
明
治
初
め
の
国
内
に
は
、
経
済
的

に
も
大
混
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
。
国
内
が
貧
し
く
有
効
需
要
は
乏
し
い
た
め
、

日
本
は
武
力
を
背
景
に
し
て
、
朝
鮮
・
中
国
等
に
押
売
貿
易
を
強
行
し
、
日

清
・
日
露
戦
争
を
起
こ
し
ま
し
た
。 

 

１
９
４
５
年
に
終
わ
っ
た

15
年
戦
争
も
そ
の
延
長
で
し
た
。 

 

基
本
的
人
権
や
政
策
へ
の
論
議
は
、
政
府
に
好
ま
れ
ず
、
国
民
は
政
府
の

指
示
通
り
働
き
続
け
る
事
を
強
要
さ
れ
、
参
政
権
へ
の
制
限
も
露
骨
に
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
除
外
の
愚
民
政
策
が
そ
の
柱
で
す
。 

 
太
平
洋
戦
争
で
唯
一
の
収
穫
は
、
平
和
憲
法
で
す
。
憲
法
改
悪
阻
止
の
国

民
運
動
を
続
け
ま
し
ょ
う
。 

  


